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【マーク式の正解】  □数字はマーク式の解答番号欄、丸数字は正解。
Ⅰ 1 2 3 4 5

6 7 8 9 ⓾

⓫ ⓬

Ⅱ ⓭ ⓮ ⓯ ⓰ ⓱

⓲ ⓳ ⓴ ㉑ ㉒

㉓ ㉔ ㉕ ㉖

Ⅲ ㉗ ㉘ ㉙ ㉚ ㉛

㉜ ㉝ ㉞ ㉟ ㊱

㊲ ㊳

【記述式の正解】  
以下は標準的な解答例であり、別解がある場合があります。

Ⅰ 問６ 伸展葬 問13 比企能員

Ⅱ
問１ 徳政 問10 一地一作人

問11 唐人屋敷 問12 新井白石（君美）

Ⅲ 問６ 立憲改進党 問13 改造

文学部史学科
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④ ② ⑤ ③ ④

① ②
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② ③ ① ② ④

③ ③ ④ ①

④ ① ③ ③ ①
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② ③



Ⅳ

１

〈出題の意図〉
　奈良時代から室町時代までの長い期間における仏教の存在意義や流れを理解
し、それを端的な文章で表現できているかを検証する。奈良時代、平安時代、
鎌倉・室町時代の政治と宗教の関係を捉え、その変遷を正確かつ適切に説明し
た解答を評価する。

〈ねらい〉
・奈良時代の東大寺と鎮護国家思想との関係。
・平安時代の浄土教の展開と関連寺院。
・鎌倉・室町時代の禅宗導入の経緯。
以上の三つの論点を中心に、その歴史的事実が正確に説明できているかを評価
の基準とする。

２

〈ねらい〉
　国際社会の中の日本という観点から、国際環境が日本政治に与えた影響を、
論理的、かつ多角的に検討できるか否かを問う目的である。

〈記述したほうが望ましい例〉
・日本国憲法 9条 1項と戦争放棄
・サンフランシスコ講和条約により独立を果たしたこと
・�日米安全保障条約により「極東の平和と安全」のためにアメリカ軍の駐留が
継続されたこと
・日米行政協定により基地を提供し、費用を分担することになったこと
・東アジアにおけるアメリカ陣営の一員として組み込まれていったこと


